
、
要
す
う
に
本
書
に
秀
れ
六
ル
ネ
ン
ス
文
化
研
究
者
認
り
し
ン
ル
セ
〃
氏
，

の
論
文
集
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
者
の
熟
饗
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
。

　
（
ノ
、
霧
島
く
。
・
切
⑦
暑
。
ω
。
び

、
魯
Φ
欝
O
o
・
5
σ
銘
⑦
ド
お
固
い
区
十
。
。
騒

　
㏄
。
謬
窪
同
。
寓
’
）
　
〔
二
見
〕

　　

健
ｲ
粟
利
袈
　
　
轟
利
三
郎
著

　
三
省
堂
獲
行
に
か
・
る
山
鳥
史
叢
書
の
一
つ
と
一
て
、
著
匡
さ
れ
六
本

書
に
、
．
上
・
下
二
篇
よ
り
成
り
、
上
篇
に
於
て
、
著
者
ほ
「
ア
メ
リ
カ
植

民
塊
時
代
か
ら
建
國
時
代
へ
」
の
概
況
た
、
下
篇
に
於
て
に
「
ア
メ
リ
カ

の
國
民
的
獲
展
聴
代
か
ら
帝
國
主
義
時
代
へ
」
の
概
魏
た
試
み
て
み
る
が

帰
籍
各
々
九
章
に
わ
か
た
れ
、
其
獲
展
過
程
が
略
々
年
代
順
に
野
壷
さ
れ

て
る
ろ
。

　
即
ち
、
上
篇
第
一
章
に
於
丈
に
、
著
潜
が
「
商
業
資
本
が
新
市
場
た
開

拓
す
る
必
要
と
希
求
し
に
騙
ら
れ
た
事
な
以
て
、
其
「
決
定
的
要
因
」
（
｝

四
頁
）
と
し
て
み
ろ
新
大
陸
の
二
見
、
並
び
に
其
結
果
と
し
て
の
鰍
洲
列

國
、
殊
に
西
瑳
牙
の
植
民
地
経
瞥
の
舩
態
た
逃
第
二
・
三
・
四
章
に
於
て
に

其
後
遅
れ
ば
ぜ
乍
ら
馳
ゼ
謬
じ
象
、
両
も
「
直
に
現
在
の
住
思
様
端
脳
な

利
用
し
得
べ
き
二
方
の
み
か
縮
艮
的
活
動
の
野
象
と
し
六
」
其
等
初
期
植

民
地
二
葉
と
は
異
れ
る
「
自
己
の
勢
力
に
よ
っ
て
他
日
初
め
て
農
業
的
工

業
的
筆
力
為
生
す
べ
き
空
地
の
占
領
な
企
圃
し
」
（
五
八
頁
）
「
植
厩
地
將

來
の
獲
建
た
置
型
す
る
が
如
毫
性
急
な
縫
濟
的
掠
奪
な
行
ふ
」
（
五
七
頁
）

な
排
撃
ゼ
る
幕
閣
の
植
戻
地
縦
管
の
跡
が
、
註
し
て
第
五
ニ
ハ
章
に
於
て

に
其
必
然
的
結
果
と
し
て
の
奪
誌
上
恰
も
あ
濁
立
ぜ
ろ
國
艮
為
形
成

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

す
う
が
如
壱
・
顎
態
た
．
（
さ
へ
）
暴
」
（
一
一
一
玉
津
）
「
す
う
に
到
・
つ
屯
ト
ア
メ

リ
三
号
斑
地
人
の
「
豊
艶
的
、
敢
會
的
、
丈
化
的
諮
方
癒
」
（
同
頁
）
に
於

け
る
驚
く
暴
き
躍
甦
振
り
、
從
っ
て
其
に
、
勢
ひ
本
國
支
羅
階
後
と
の
封

立
激
化
為
酸
成
し
、
遽
に
「
経
濟
的
原
因
し
な
「
最
も
重
要
な
ろ
原
因
」

（
一
一
三
頁
）
と
し
て
勃
獲
す
る
に
到
つ
穴
ア
メ
リ
カ
濁
立
革
命
の
過
程

が
、
両
も
一
第
七
章
に
於
て
は
、
典
に
成
功
由
る
同
地
の
蓮
命
に
、
列
國
、

殊
に
英
書
の
強
烈
な
る
塵
追
が
あ
っ
六
に
も
不
拘
、
其
直
後
二
二
ぜ
ろ
フ

ラ
ン
ス
大
岬
串
命
並
に
笠
ハ
に
引
鰐
厭
く
大
㎜
戦
州
脳
由
、
、
同
毒
婦
が
「
唯
一
の
士
点
嬰
ヵ
甲

る
中
立
國
と
し
て
交
戦
瞬
植
民
地
問
の
貿
易
の
至
要
な
る
換
富
者
」
と
な

る
の
好
條
件
に
臨
ま
れ
表
が
爲
、
同
國
の
「
通
商
及
び
海
運
低
、
爲
め
に

最
も
赫
劇
激
且
つ
顯
著
な
る
漿
蓮
た
蹴
汗
し
（
一
山
ハ
七
頁
）
ぐ
る
な
得
、
猛
ハ
後

緻
洲
の
戦
雲
漸
く
お
さ
ま
り
、
再
び
、
列
國
の
封
来
政
策
が
積
極
的
と
な

る
に
及
ん
だ
後
と
錐
も
、
詳
覧
の
資
本
主
義
ば
「
世
界
の
鐸
庫
と
も
嘗
ふ

べ
き
」
偉
大
な
る
「
貞
然
の
賑
し
（
玉
三
頁
）
に
幸
さ
れ
て
、
愈
々
着
實
な

る
獲
展
の
跡
た
辿
る
存
得
、
遂
に
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
し
の
宜
言
な
な
す
に

到
つ
距
過
程
な
、
而
し
て
第
八
章
に
於
て
に
、
其
幾
展
の
跡
潜
殊
に
工
場

制
度
の
内
に
斎
う
と
共
に
、
其
結
果
と
し
て
の
「
自
由
賃
銀
威
霊
に
塞
礎

な
基
く
近
代
資
本
主
義
絶
濟
（
二
責
）
に
立
脚
ぜ
る
北
部
と
需
皐
。
・
、

嵐
閑
貫
」
と
謳
低
れ
象
る
棉
花
栽
培
に
、
奴
隷
鋼
度
た
以
て
ぜ
る
粥
部

と
の
諸
封
立
、
そ
の
爆
嚢
と
し
て
の
粥
北
戦
事
の
概
讃
が
な
さ
れ
、
最
鋒

の
第
九
章
に
於
て
に
罧
謡
傳
説
の
無
い
」
（
二
二
四
頁
）
ア
メ
”
力
文

化
の
嚢
蓮
が
植
民
確
代
・
猫
立
革
命
時
代
・
建
國
時
代
の
夫
々
に
つ
避
て
蓮

べ
ら
れ
て
る
る
。
　
　
　
　
　
・
一

第
十
九
巻
‘
第
二
號
・
　
四
〇
五

（　IS3　）



　
　
　
　
細
　
　
　
　
介

■
下
篇
笛
二
章
第
二
章
ほ
專
ら
ア
メ
”
カ
の
爾
民
的
養
翠
霞
代
の
叙
蓮
に

あ
て
ら
れ
、
「
南
北
戦
寮
が
北
部
に
・
興
へ
六
主
要
な
結
果
ぽ
、
産
業
革
命

の
聚
展
・
テ
ン
ポ
の
促
進
で
あ
っ
六
」
（
二
五
〇
頁
）
と
し
南
北
戦
争
な
一

つ
の
タ
ー
、
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
共
以
後
の
ア
メ
サ
カ
産
業
の
急

．
蓮
な
ろ
機
展
、
…
從
っ
て
叉
ア
メ
リ
カ
西
漸
の
急
進
に
俘
ふ
所
謂
温
藤
地
方

の
潰
滅
過
程
を
蓮
べ
る
と
共
に
、
第
三
章
に
於
て
匡
コ
一
十
世
紀
の
聞
始

に
至
協
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
人
の
努
力
巨
、
殆
ん
ど
煙
く
醸
内
資
源
の
開

獲
に
注
が
れ
て
ゐ
六
と
言
っ
て
過
言
で
に
な
い
」
（
二
九
四
頁
）
と
冨
ひ

つ
・
も
，
彼
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
本
質
に
「
決
し
て
写
照
の
孤
立
主
義
な

提
唱
し
た
も
の
で
に
な
く
、
國
内
の
充
實
な
計
る
爲
め
暫
く
外
國
と
の
關

係
た
避
け
專
ら
力
准
内
治
に
傾
け
、
他
臼
大
に
雄
飛
す
る
謀
な
爲
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
ア
メ
”
カ
が
十
分
成
長
し
穴
饒
に
或
は
遜

取
主
義
と
な
り
、
或
は
帝
迂
生
義
と
」
（
二
九
五
頁
）
な
り
得
る
可
能
性

た
有
つ
も
の
な
る
を
説
斗
＼
嘘
馳
に
「
此
暗
代
が
帝
國
⊥
土
義
へ
の
一
粟
渡
期
川
的
段

，
階
に
到
蓮
ゼ
う
も
の
と
し
て
，
其
封
カ
ナ
ダ
敦
策
等
々
為
事
げ
、
第
四
章

「
ア
メ
リ
カ
帝
國
主
義
の
渡
蓮
の
臓
に
於
て
ほ
、
其
封
極
東
並
に
南
米
政

策
の
強
行
な
翫
べ
て
る
る
が
、
第
五
章
以
下
第
八
避
雷
ほ
、
主
と
し
て
其

の
長
洲
大
戦
べ
の
参
加
、
並
に
其
存
契
機
と
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
灘
國
が

只
管
戦
畢
中
心
の
血
産
に
霊
ハ
の
精
力
た
集
中
し
、
日
常
品
に
勿
論
軍
專
品

の
駿
乏
奄
も
感
じ
つ
・
あ
ろ
間
に
、
大
西
洋
の
此
方
ア
メ
可
力
の
産
業
界

に
其
軽
輩
國
の
齪
乏
な
充
足
し
各
國
植
民
地
雫
植
民
の
需
要
に
慮
ア
る
た

め
に
昌
蝿
し
い
資
展
を
遽
げ
、
遂
に
ニ
ュ
ー
・
箕
一
〃
が
世
界
資
本
生
義

の
中
心
と
な
り
」
（
四
三
三
頁
）
．
「
全
然
面
出
た
門
薪
し
世
界
各
・
万
』
面
仁
殉

第
十
・
九
巻
　
　
第
↓
…
號
　
　
　
糊
○
轟
ハ

っ
て
愈
々
傍
若
無
人
の
弗
外
交
政
策
」
（
三
九
八
頁
）
為
探
る
に
到
つ
六

醗
以
、
而
し
て
そ
の
具
懲
的
糞
現
と
し
て
の
ソ
シ
ン
ト
ン
男
盛
・
ジ
ユ
ネ

ー
ヴ
三
國
奪
議
・
ロ
ン
ド
ン
會
議
並
に
世
界
経
心
墨
議
に
於
け
る
其
の
活

躍
振
り
な
蓮
べ
る
と
共
に
、
其
等
國
際
的
協
調
主
義
も
畢
党
「
各
國
利
害

關
係
の
野
立
」
（
五
三
〇
頁
）
の
故
な
以
て
不
成
功
に
到
ら
ざ
る
な
得
す

「
こ
の
博
に
當
っ
て
世
界
経
濟
一
議
な
開
く
こ
と
に
恰
も
世
界
経
濟
の
自

壌
た
葬
ふ
爲
め
に
鐘
を
撞
く
に
似
力
る
も
の
’
が
あ
る
」
（
五
三
〇
！
ニ
コ

頁
）
と
さ
へ
極
言
し
、
最
後
の
章
ほ
「
現
代
ア
メ
リ
カ
丈
明
の
矛
盾
と
ユ
ダ

ヤ
人
間
麺
」
に
就
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
が
、
下
篇
の
方
が
、
よ
り
詳
蓮

さ
れ
て
る
る
の
ば
、
癖
者
自
ら
其
の
序
の
中
に
託
て
言
へ
る
が
如
く
コ

九
三
六
年
た
目
標
と
す
る
我
が
國
現
代
の
非
常
畔
局
の
認
識
な
一
般
に
深

か
ら
し
め
ん
こ
と
存
・
期
し
た
」
（
自
序
四
頁
）
が
爲
で
あ
ら
う
。
惟
ふ
に

吾
國
の
所
謂
非
常
愚
な
う
も
の
は
、
其
の
最
大
二
五
の
一
つ
か
彼
の
帝
國

・
王
義
ア
メ
リ
カ
に
於
て
膚
つ
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
、
私
ほ
、
甚
だ
瓦
葺
で
ほ
あ
っ
乳
が
、
其
の
内
容
の
紹
介
に
貴
重

な
ろ
紙
数
た
費
し
糞
O

　
だ
が
、
果
し
て
此
著
な
な
す
に
當
っ
て
、
署
者
が
「
非
常
時
局
の
認
識

存
一
般
に
深
か
ら
し
め
ん
事
な
期
し
象
」
其
意
圃
が
逮
ぜ
ら
れ
た
か
否
か
。

其
の
答
ば
一
に
か
、
つ
て
此
の
著
が
「
歴
史
帯
出
性
」
の
前
に
於
て
如
伺

な
る
偵
櫨
詐
偵
．
な
受
け
み
か
の
中
に
存
す
ろ
Q

　
未
だ
、
赤
見
に
等
し
く
「
．
當
噂
の
舞
茸
ロ
ソ
バ
の
三
等
國
」
（
一
九
四

頁
）
に
過
ぎ
な
か
つ
力
薪
興
ア
メ
リ
カ
合
結
露
が
、
堂
々
群
言
す
る
に
到

っ
六
彼
の
有
名
な
ろ
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
の
成
功
が
、
敵
参
列
國
の
封
立
、

（　IS4　）



均
衡
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
新
世
界
に
於
げ
る
ヨ
1
ロ
ソ
バ
列
強
の
無

ガ
」
（
天
四
頁
）
の
所
爲
で
あ
っ
六
と
共
に
、
又
「
イ
ギ
リ
ス
と
獣
契

が
あ
っ
」
（
一
九
四
頁
）
汝
が
爲
で
も
あ
ろ
と
ゼ
う
が
如
く
、
既
に
泄
界

．
経
濟
時
代
に
入
れ
ろ
十
九
世
紀
の
各
國
史
の
翼
の
理
解
の
爲
に
に
、
常
に

當
購
の
雌
馬
鮫
勢
な
認
識
す
ろ
必
要
あ
る
な
教
示
す
る
と
共
に
、
其
外
交

吏
研
究
に
於
て
も
、
唯
徒
ら
に
公
丈
書
に
よ
っ
て
の
み
理
解
解
鐸
で
ろ
の

潅
瞼
な
戒
し
め
表
う
が
如
き
、
洵
に
科
撃
的
な
る
方
法
論
の
漉
用
ば
随
所

に
見
回
ら
芳
～
と
は
言
へ
、
其
概
念
の
科
學
約
三
密
二
三
映
け
る
為
認
め

ざ
る
為
得
な
い
の
ほ
三
三
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
私
が
奄
篇
葎
麺

じ
て
受
け
歪
最
深
の
印
象
に
、
著
巻
が
素
朴
な
ろ
唯
物
論
者
的
態
度
な
探

っ
て
居
ら
れ
る
と
嘗
ふ
事
で
あ
ろ
。
斯
る
私
の
印
象
が
、
果
し
て
何
為
意

．
味
す
る
か
口
、
偏
に
讃
者
の
既
書
の
精
誼
に
挨
つ
が
、
兎
も
み
れ
、
箸
者

が
「
プ
凶
の
力
人
巨
日
本
の
開
國
の
恩
人
な
ど
言
ふ
外
交
的
措
僻
な
遜

け
し
（
自
序
三
頁
〉
出
架
得
る
限
り
批
勾
的
に
而
も
一
曲
す
る
所
な
く
魏

察
ぜ
ん
と
せ
ら
れ
力
限
り
に
於
て
．
ア
メ
可
力
史
の
眞
和
が
或
程
度
迄
描

か
れ
て
ゐ
憂
事
に
事
貧
で
あ
り
、
混
方
面
に
於
け
る
入
門
書
と
し
て
一
護

の
慨
値
ほ
あ
ぢ
う
と
思
ふ
。
（
定
債
武
測
八
捨
銭
）
　
（
杉
本
克
己
）
．

報

桑

　
　
⑧
京
都
帝
國
大
皇
女
藥
野
史
鯨
蝋
昭
和
八
年
度
卒
業

　
　
　
論
文
題
言

　
　
　
　
醐
　
史
　
專
　
攻

近
世
封
建
一
項
と
町
人
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
青
　
山

徳
川
一
代
封
建
制
度
精
榊
と
宗
教
と
の
關
係
に
就
て

奈
良
畢
安
過
渡
期
の
時
代
精
一

三
教
と
町
人
精
紳

近
世
と
古
學
派
儒
教

明
治
維
新
に
於
け
ろ
國
原
Ψ

浄
土
教
興
隆
の
史
的
意
義

亭
安
朝
末
期
に
於
け
ろ
庶
斑
階
級
の
女
性

上
代
靴
會
と
歌
謡

近
世
の
都
市
止
活

浮
土
敏
の
獲
蓮
と
庶
民

奈
良
覇
に
於
け
る
農
本
思
想
と
庶
民
生
活
に
就
て

石
門
心
學
と
町
人

南
北
朝
時
代
に
於
け
ろ
勤
王
思
想
に
蕊
て

荘
民
の
生
活

長
晦
の
勃
興
と
地
役
人
の
域
立

第
十
九
巻
　
第
二
號
　
　
」
四
〇
七

　
　
　
　
　
添
回

藤
禺
貞
吉
郎

束
伏
見
邦
英

高；i多橘茂櫻櫻多野眞岩岩本
　井　　賀　川ヲト井田中利瀬城谷石

　悌
　＿交　翼景文傳正安英隆一
網瑠雄茂澄雄三三群一泊利郎
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